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戦いに敗けても挫けず

何度も果敢に挑戦し続けるときも、

熱く､まばゆく燃え続ける。

職烈芯戦いのなかで、

すべての敵を焼き尽くしてしまうまで。
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アテネ五輪を決めた日本女子

日本バスケットボールの方向を決めた一戦

庄司芳

まずはアテネオリンピック出場に対して､心から"おめでとうございます”と言いたい。

仙台アジア選手権開催がＳＡＲＳの関係で１月に変更されたことも好条件だったと思いま

す。

そして正直なところ、監督、コーチ、選手はどうやって３位を確保するか、ということ

に重点をおいて臨んだのではないでしょうか｡勿論日本協会もそうだったことと思います。
予選の韓国戦、中国戦を観てファンの目にはどう映ったことでしょう。私はテレビのチ

ャンネルを変えたくなる戦いだったと思います。まず、不満なのは全てのプレイに全力を
出し切っていないことでした｡試合中､相手のボールに一歩でも近づいて、“絶対にマイボ
ールにしてやる！”そんな気迫が見られたでしょうか？予選での不振はここにあったので

はないかと思います。

大会中、前半で勝負が決まってしまったような試合がありましたが、ここで日本を救う
ような選手がでてきました。名前は立川真紗美選手。こま鼠のようにコート全体を所狭し

と走り回る。攻めても守っても必ずボールのところに立川選手がいました。相手にとって
こんないやな選手はいないと思いました。相手に速攻を出された場面でも、他の選手は次

のプレイで頑張ればよいとも見えるジョギング走での戻り、立川選手一人だけが逆速攻に

もめげず全速力でディフェンスに戻っていました。いつの間にか私はコート上の立川選手

に釘付けにされました。

予選中国戦の最終ピリオドだけをみれば、とうとう若手で勝ってしまったのです。私は

このとき勝つために日本の進めるべきチームプレイは、これしかないことを'悟りました。

中国や韓国のように平均身長で大きく差があるチームに立ち向かうには、「平面が立体

を制す」ことですし、加藤度志前能代工業高校監督の教えもそうでした。

私はこの戦法を、あのときの第４ピリオドで、内海監督がはたと気づいてくれたと思い

たいのです。

そして準決勝の韓国戦､ハーフタイムに内海監督が立川選手を隣に呼び寄せて、「後半の

戦いは立川お前に任せたよ」と言ったように見えたのは私だけではないと思います。

オリンピック行きを決めた翌日のテレビ、新聞、ラジオは、こぞって‘‘スタート主力選

手は３位決定戦用に温存、その副産物”とでもとれる解説が多かったようですが、私は違

うと思っていますｂあの立川選手のようなプレイがいかに相手の嫌がるプレイか、そして

立川選手が見せてくれた本来の基本プレイに他の４人がいつの間にか引きずりこまれ、全

員の持ち味を１００％以上出すことにより、中国、韓国にも対等に立ち向かうことができ

るということが立証されました。

全力を出し切って１点２点を争う好ゲームと､選手が１００％以上の力で戦う試合こそ、

バスケットボールを見る人々を魅了し、観客が会場を埋め尽くしてくれます。

そのことを信じての準決勝韓国戦の監督采配だったと私は信じています。これからの日
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本バスケットボールのために、平面を制す第２第３の立川選手が１日も早く出てくる日が
待ち遠しい限りです。

［振興会会員］

女子バスケットボール日本代表チーム

ｱﾃﾈオリンピックI出場おめでとうノ
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女子日本代表がブルガリア代表と対戦一

１９９９年の開始以来、今年で６回目を迎える本大会では、世界の強豪チームとの対戦

により日本代表の強化を図ってきました。今年はキリンビール株式会社とキリンビバレッ

ジ株式会社の特別協賛により、男子日本代表に加え、女子日本代表の試合も行われますｂ

女子日本代表は出場が決定しているアテネオリンピックに向け、ヨーロッパの古豪ブル

ガリア代表と対戦します。アテネオリンピックでは世界ランキング上位のロシア、オース

トラリア､ブラジルなど強豪チームが名前を連ねるグループＡに入ることが決定しており、

まずは予選突破を目指して戦います。

女子日本代表はこの大会が国内最後の試合となり、アテネへ向けての壮行試合となりま

すので、皆で応援しましょう。

く対戦スケジュール＞

第１戦

７月２９日（木）

開始時間

第２戦

第３戦

７月３１日（土）

開始時間

８月１日（日）

開始時間

仙台市体育館

１７：２０

１９：２０

女子日本代表ＶＳブルガリア代表

男子日本代表ＶＳイングランド代表

山形市総合スポーツセンター

１３：００女子日本代表

１５：００男子日本代表

代々木第二体育館

１３：００女子日本代表

１５：３０男子日本代表
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ＶＳブルガリア代表

ＶＳイングランド代表

ＶＳブルガリア代表

ＶＳイングランド代表



特集 ’

日本協会理事大高広報部長に訊〈一
担当：広報部会

最近、バスケットの記事があまり新聞に掲載されない、テレビでも放映されないという

意見を多く耳にします。バスケットがもっと多くマスコミに取り上げられるには、どうい

う方向を目指せばよいかなどの問題について､日本協会の大高広報部長にお伺いしました。

大高宏元氏

昭和１４年秋田県生まれ

早稲田大学卒業後、報知新聞運動部記者から朝日新聞運動部記者

朝日新聞東京本社運動部長など歴任、オリンピックアカデミー理事

一本日はお忙しいところ振興会にお越しいただき有難うございます。最初に振興会の

ことを説明させていただきます（略)。さて、まずは大高さんの現況からお伺いした

いと思いますが。

「協会理事に就任してあまり間が無いので、振興会のことにつきましてはよく分かりませ

んでした。現在私は、週に一度大学の非常勤講師を務めている以外は殆どフリーで、スポ

ーツ関係のボランティアの仕事をしたり、大学で新聞のスポーツ欄に関する講演をしたり

しています。昨年まで秋田の“さきがけスポーツ新聞,，に、専門的なスポーツ記事を書い

たりしていました。そういうわけでバスケットについては、どちらかといえば素人の方で

ただいま勉強中です｡」

－広報部長については、今までバスケット界の外から採用したケースはあまり無かっ

たように思いますが、大高さんのようなマスコミの専門家が広報部長に就任された

ことは、大変画期的だと感じています。

「朝日新聞社には増田さんというバスケットに詳しい先輩記者がおられましたが、今回ど

うしたことか私にバスケット協会の役員が回ってきたのです。現役記者時代の専門はボク

シングでファィテング原田の全盛時代でした。その後体育協会の記者クラブに詰め、体育

行政関係の取材をして記事にしたこともあります。日本の体育行政のトップは文部省です

が、スポーツに対するバックアップは充分ではないと思いますも日本のアマチュアスポー

ツ界はいつも資金不足で困っていますが、文部省はなかなか面倒を見てくれません。例え

ば、配当金をスポーツ振興に回そうという前提ではじめたサッカーくじにしても、当初の

計画通りには売れておらず、赤字になるのは時間の問題です。ですからこういうものは管

轄を民営化したほうがよいと思っています｡」

－スポーツ界について大変広い視野をお持ちのことと思います。ところで協会の広報

部会は最近どのように運営されているのですか？

「広報の専任者は事務局職員の弘田君です。それ以外では実連、ＪＢＬ、ＷＪＢＬ、ママ
さん連盟などの各団体から約２０名位ご参加いただいて運営しています。平素は皆さん仕
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事を持っておられますので、全日本総合の時など、必要な都度動員させていただいて仕事

をしてもらいます。したがって平素の広報活動としては私が全部担当していますb」

－協会広報部として組織的に活動される上での方針などはありますか？

「2006年に日本で開催される世界選手権までにマスコミとのネットワークを構築し､バス

ケットを大いに報道し、宣伝していただかなくてはなりません。たまたまマスコミ界にい

たので記者の方々とのパイプは持っておりますが、今まで各競技団体から情報サービスを

受ける側にいたせいか結構難題にぶつかります。広報部会というきちんとした組織はあり

ませんが、マスコミ界との人間関係を良くするために努力しています。協会の仕事は複雑

で範囲も広く、どこまでが広報部のテリトリーなのかわからない部分もありますので、今

のところどうしても実務中心の運営になります｡」

－テリトリーの話が出ましたが、例えばアテネオリンピックの女子バスケット代表選

手団についてスタッフを含めた発表がまだありませんが、担当は広報なのでしょう

か？強化なのでしょうか？

「どちらとも決まっていません｡コーチと選手については既に決定して発表していますが、

それ以外のスタッフが何名参加できるのか、いまだに決まらない状態ですので協会として

も発表できないでいます。全競技にわたるオリンピック選手団の総人数が決定されており

ませんので、すべての競技において付随するスタッフの人数は未定になっています。その

枠の決定権は、上から文部省、日本体育協会、ＪＯＣにありますので、バスケットに何人

のスタッフが認められるのかも割り当てられてみなければ分かりません。割り当て人数に

ついて、日本バスケットボール協会で予定している人数が認められればよいのですが、不

足する場合は協会の費用で独自にアテネへ派遣してはどうかという意見もあります。そう

は言っても公式のＩＤカードがなければ選手村に入ることもできませんし、ホテルなどの

滞在費も非常に高く、一人１００万円以上の費用を捻出できるほど協会財政は豊かであり

ません｡」

－広報要員をアテネに派遣することはできるのですか？

「いまのところテレビでバスケットを放映してくれる予定はありませんので、できれば広

報要員を派遣したいと考えています。アテネオリンピックの出場権獲得時から広報専門の

要員をつけるべく予算化をお願いしましたが、叶いませんでした。広報活動はどこからど

こまでという基準がありませんので、まわりの理解を得ることも大変です。結論的には事

務局職員の弘田君を広報要員として派遣する予定でいます｡」

－協会として、広報の仕事はどの範囲でどういう仕事をやるのかという指針のような

ものはありますか？

「ありません。他の競技団体も含めて広報活動がしっかりと行われているところは少ない

ようです｡自分の種目に人気が出れば必然的にマスコミが取り上げて報道してくれるので、

自分で広報しなくても専門家に取り上げてもらった方が効果があるということもあって、

どの競技でもまず人気取りを一番に考えているようです｡このたび女子のホッケーがオリ

ンピック出場権を獲得した割には資金が無く困っていましたが、そのことがマスコミで報

道されたら、あっという間に６０００万円の資金が集まったことをみても、マスコミ報道

の効果の程が伺えます｡」

－バスケットはマスコミに取り上げられて報道されることが少ないようですが、どう

感じられますか？

「確かに少ないと思います。各メディアの部長クラスに知合いが多いので、時々彼らに（
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スケットのことを取材して掲載してくれと頼んだりしますが、掲載しても読んでくれる人

が少なければダメだと言われたりしますｂ

商品的に言えば、いかに店を広げて商品をたくさん並べても、その商品が良い商品で価値

が無ければ人は買いません。マスコミ界での日本のバスケット人気度は低く、女子ホッケ

ーと並んで一番下位の扱いだといわれています。

女子バスケットでオリンピックの組み合わせが決まった時、予選リーグを突破できそうだ

から記事にしてくれるよう記者たちに頼み込みましたが、すぐにはいい返事をもらえませ

んでした。しかし偶然にもその日、他のスポーツ記事が無かったので結構取り上げて報道

してもらえたことは幸いでした。

その後ホッケーやバレーなど他の女子球技が次々とオリンピック出場を決めたので、それ

以来バスケットはまた扱ってもらえなくなってしまいました｡」

－当該スポーツが国際的に強くて話題性がないと、記事として取り上げられないこと

は、前回私たちが開催した記者懇談会でも指摘されました。そうなると平素の“協

会の考え方、方針、運営状況”などはマスコミに頼っていても記事にならないと思

います。

そうなると、日頃のバスケット界内部のコミュニケーションは不十分となりますの

で、国内の関係組織や底辺層に対して別途広報する必要があるのではないでしょう

か？

例えば、個人登録費の問題などは画期的なことでしたが、もっと上手くＰＲすれば

皆が気持ちを込めて協力できる側面もあるのではと思いますが。ホームページで情

報提供していることは知っていますが、インターネットを見ない人にはやはり文書

的なものでないと徹底されませんね。

「そのとおりでＰＲ不足は否めないですね。昔は機関紙が発行されていて、細かなことも

文書でＰＲされていたようですが現在はありません。また、一時バスケット専門誌に機関

紙代替を依頼したこともありましたが、長続きしなかったようですｂ

例えば、個人登録の問題は、それによって集まった資金が強化費に回されて、その強化の

結果が今回のオリンピック出場に繋がったのだということなどをアピールすべきですね。

特に小中学校などでは、担当の先生方にその辺を理解していただく必要があろうかと思い

ますｂまた、一律方式ではなく、段階を設けて金額に差をつけるといったような工夫も必

要だと思います｡」

－振興会ではバスケットボールプラザという会報を年に３回発行して、全国都道府県

協会理事長や各団体に無償で配布しています。必要であれば喜んで協力しますので

利用していただいて結構なのですが。

「有難い話ですｂバスケット界は内部的に情報が網羅されていないという欠点があると思

っています。協会独自の機関紙はあるに越したことは無いですが、現在の状況ですぐに発

行することは無理ですも私としては機関紙が無理ならば、マスコミにバスケットの方を向

いてもらい、マスメディアによる情報伝達を心がけたいと思っているところです｡」

一振興会は全てボランティアで会報を作って会員他に配布しています。編集方針も専

門誌とはひと味違う方向で､日本のバスケットの発展に繋がるよう努力しています。

幸い平素時間的に都合がつけられる方々に協力いただけるので、長続きもしていま

す。協会で一般に流したい情報があれば頁を割きますので、広報活動の一環として

利用してください。
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「現在協会には個人登録で６０万人弱、チーム登録で約３万余が登録されています。非常

に裾野も広く、とてつもなく大きな組織体になっていますｂしかも各組織がそれぞれに１

年中何らかの活動をしていますので、その全てを中央で把握することは困難ですし、それ

らを取材して広報するには莫大な経費もかかります。その点から言えば各組織ごとに広報

してもらう方がベターなのですが、そうなると情報提供を受けるマスコミ側としては重き

を置かなくなることが欠点です。

母

三F声亭勲、
亘
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例えば、記者会見ひとつを取ってみま

しても、ホテルの会場を借りてひな壇

を作り、スポンサーのパネルなどを掲

げ、専門のアナウンサーを雇うと一度

に１ｏ０万円単位の費用がかかってし

まいます。かといって私たち素人が司

会をやっても記者たちは見向きもしま

せん。メディアブレークに金がかかり

すぎることは話題性が少ないスポーツ

の悲しさでもあり、アマチュアにとっ

ては非常に困難な課題です。

写真提供スポーツイベントそれならば国際的に強くなって、スタ

ー選手の面でも第二の田臥を作ろうとばかり、協会でもエンデバー計画を作成して、強化

部が全国的に地道な活動をしていますが、そう簡単に次のスター選手ができるわけも無い

ので現実は厳しいです。

バレーのように東京オリンピック以降のメダル獲得実績でもあれば、テレビ局と組んでテ

レピスポーツとしてお茶の間に浸透することも可能ですが、国際的に今ひとつのバスケッ

トはそうはいきません。かといって強引にスター選手を作るとなると、その良し悪しをめ

ぐっての意見は分かれるところともなります｡」

－過去にはバスケットも凄い人気があった時代もあったのですが。

「能代工業高校に田臥選手がいて大学を破った時や、エナジー、シャンソンの超２強時代

など、それなりに観客も入って話題性があり、マスコミにも取り上げられていた時代はあ

りました。日本人はオリンピックが好きですので、女子がオリンピックに出場する現在は

マスコミに対して少し有利ですが、絶対的ではありません。アテネに行くという“商品価

値，，が取り上げられているわけですから、オリンピックが終わるとそれがなくなってしま

います。その“商品価値”に「オリンピックで勝つ」という“付加価値”をつけないと、

客やマスコミはまた離れていってしまうと思います｡」

－その意味では、今年の“キリンカツプ２００４，，で女子代表が古蕊ブルガリアと対

戦しますので、結果如何では注目に値しますね。

「興行的に言えば今回の女子対戦はお客さんの興味を惹く大会で、商品価値もそれなりに

あると踏んでいます。お客さんは入場料金というお金を払うのですから、その商品に価値

をつけて観ていただくという時代になっていることは確かです｡」

－今回バスケットボールプラザ２４号で女子代表選手を写真入りで紹介していますが、

選手たちの話題性についてはどうですか？

「韓国に勝ってオリンピックの出場権を獲得したことは大変良かったのですが、話題性と

なると今ひとつだと記者たちに言われています。まじめで一生懸命練習することは勤勉性
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もあつて素晴らしいことなのですが、記者会見や個々の取材で通り一遍のことしか答えが

無いといったところは悩みの種です。記者会見の方法も今までと全く違ってリラックスで

きるやり方で開催してみましたが、結果的に話題性は見つからなかったようです。今の時

代、選手たちもアスリートとしての存在意識と、自己宣伝方法をもっと考えて欲しいです

ね。

良し悪しは別にして、バレーのような一種のタレント性も必要なのではないでしょうか」

一バスケットは観客もおとなしいですね。白熱したゲームでも比較的静かに観戦して

います。ＮＢＡとまではいかなくてももっと盛り上がって欲しいですね。

「その通りです。田臥が能代にいた頃は一挙手一投足に観客もワァワァ言っていました。

今はＪＢＬの試合でもＷＪＢＬでも観客は少なく静かですｂしかし、１年後か５年後かは

わかりませんが、バスケット人気が沸騰する時代は来ると信じていますｂその証拠に、１

月の全日本総合では試合カードがいいと観客が急に増えていますし、女子代表チームがオ

リンピックで決勝トーナメントに進み、次の世界選手権に出場する機会を捉えられれば、

状況は変わってくるとみています｡」

－前出の記者各位との懇談会の折にもバスケットの観客や話題性について話が出まし

た。協会の広報としても難しい課題だと思いますが。

「確かに難しい課題ですも協会の広報部が直接バスケットの宣伝をやってもたかが知れて

いて、一般マスメディアに肩を並べることは到底できません。企業が広告宣伝の媒体に新

聞やテレビを使うのと同じように、バスケットがそこで取り上げられないと人気沸騰には

繋がりません。それには目玉となるような出来事や、話題性がある商品が必要ですｂ私も

マスコミ界の出身ですのでそれなりに努力しますが、指導者や選手の皆さんも是非そのこ

とに気を配っていただきたいと願っています。こんなつまらないことと思えることでも、

マスコミから見れば記事になるということもありますので、情報についてはできるだけ開

示していただきたいと思います｡」

－マスコミに、より多く取り上げてもらうには、まだいろいろと問題が残されている

ように思います。振興会でもできることがあれば協力しますので、遠慮なくお申し

出ください。本日は大変有意義な懇談ができたことを感謝いたします。
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家庭婦人バスケットとの出会い

堀内多喜子

現在、私はママさんのバスケットボールチームに所属し、シニアのチームでプレイをし
ていますが、このママさんバスケットボールを始めるきっかけとなったのは主人の言葉に

ありますｂ

中学、高校とバスケットを楽しみ、社会人になってすぐにクラブチームにも所属して練

習をしておりましたが、そのとき主人と出会って、まもなく結婚となりました。まだ二十

歳でしたが、バスケットボールとも離れなければなりませんでした。

主人も学生の頃からプレイをしており、クラブチームの責任者をしながら地元協会の役

員、また審判と毎日“バスケット漬け”の生活を楽しんでいる人でしたので、家庭に入っ

て子供を一人産み終えた私のために、須坂市にママさんのバスケットチームを結成してく

れました。当初は新聞などで呼びかけ、長い間バスケットを離れている人たち５～６人で

スタートしました。現在の須坂クラブの誕生です。その後は結婚された方々がクラブチー

ムから徐々に集まってくれ、今年で２３年を迎えました。当時長野県では、ママさんのチ

ームは長野クラブができたばかりで､須坂クラブは県の中でも古いチームとなっています。

過去には何回か全国ママさん交歓大会にも参加させてもらい、ブロック優勝も味わせて

いただきました。

主人の“ママさんチームならおまえでも試合ができるぞ”と言ってくれた一言が私の思

い出の言葉となり、２３年経った今でもバスケットに関わっていることができているので

す。

“家庭よりバスケット”の私たち夫婦には３人の子供たちがおりますが、まだお乳をあ

げている頃から練習も大会も子連れでした。床を突くボールの音が子守唄の環境で育った

せいか、３人とも自然に小学校からバスケットに親しみを持ってくれて、家の庭に設置し

たバスケットリングも毎日子供たちによって充分に活用されておりました。

中学へ行ってもバスケットは生活の中心になり、特に高校では３人全員が家から離れた

寮生活を選び、厳しいバスケットの道を歩んでくれました。上の子供２人は卒業して現在

は社会人となりましたが、下の子は大学生で今でもプレイ中です。この子供たちもいつか

須坂市に戻ってきて、主人のように地域のバスケット発展のため何かお役に立ってくれる

ものと信じております。

主人も私も長野県の家庭婦人バスケットボール連盟の役員をやらせていただいておりま

す。この県連盟も発足から２３年を迎えました。須坂クラブの歴史もこの連盟と共に歩ん

でまいりました。新しいことを始める発足の時から関わりを持たせていただき、現在のし

っかりした規約のもとで運営されるようになるまでは大変な努力がありました。大きな団

体運営の経験は勿論、大きな大会の経験もない私にはすべてが良い勉強になりました。経

験豊かな先輩方に引っ張っていただきながら、事務局という大役を続けてくることができ

ました。

毎年細かい問題点がたくさんあがって、そのたび皆で話し合い、より良い連盟にと発展
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も整っておらずご迷惑をおかけしまし

たが、ただおもてなしの心だけはお伝

えしたいと強く願っていました。

大会会場の設営から宿泊にいたるま

で、あらゆる準備に何ヶ月もかかわっ

ていたせいか、最終日の片づけが終わ

ると自然に涙が出てきて、そのうち止

まらなくなって溢れてしまったほど感

激したことを、今でもはっきりと覚え

ています。

この貴重な体験をもとに現在の家庭

婦人県大会では、スムーズに大会が運

営されるには何を準備しておくかなど、

見えない部分まで気を配れるようにな

りました。そして何より連盟の理事長

さん始め役員の皆さんとの交流の輪が

どんどん広がっていく喜びを感じてい

ますｂ

長く続けることが一番、とよく娘に

も言いますが、プレイがうまくても、

そうでなくても、とにかく続けること

だと思います。ここ何年か日本スポー

慧議
。諺７

一哩卓

》
一耐

屑圃鼠司

してきました。私はこの連盟の中で新しく大会を作る難しさは勿論、運営、資金など様々
な面でプレイヤーだけではわからない役員の仕事の大切さを学びました。大会が無事終わ
ったうれしさを一番強く感じたのは、第９回に開催させていただいた全国ママさんバスケ

ットボール交歓大会の須坂大会です。長野県協会、須坂市協会、県家庭婦人連盟の皆様に
多大なご協力、ご支援をいただき、無事に大会を終えることができました。
当時の須坂市は大会会場も宿泊施設

『

西

1２
可

ツマスターズの大会を見させていただいておりますが、３５歳を過ぎてもIまつらつとプレ

イされている姿を見ると、自分の娘が家庭婦人になってもバスケットを続けて欲しいと願

ってしまいますｂ勝つバスケットから年齢に応じて楽しむバスケットに変わってきます。

そこで勝つことができれば最高ですが、自分の持てる力を出して全員で頑張ることに楽し
さを感じます。

私はシニアチームですが、ルールにしてもシニアらしくとてもよく考えて下さっていま

す。また、５０歳になっても６０歳になっても参加できる大会も開催されていますので、

生涯プレイヤーでいることもできます。長野県のママさんは白谷理事長の後ろ姿をみてお

りますので、全員６０歳を過ぎても続けていくことでしょう。皆が楽しめる道を拓いてく

ださった日本家庭婦人連盟の役員の方々に心より感謝申し上げます。

［振興会会員］

＝一
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